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ま射 特異な三尖弁形態を有す る不完傘型

E(｢Ⅰ)の l手術例
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症例は34才の女健.既往歴に特記すべきことなしサ今

岡マイニ1プラズマ肺炎で丸院時に,心雑静をはじめて指

摘された,櫓登にて--儀心房中隔欠損㌔ニ酒樽弁流離を

行.~卜十ドノ昌t.里 1･:し､Ⅰ)!'･診断.T--術ノ上地目し上.術中

所見では,三尖弁中隔粟は感状となり号特異な形態を示

してと､た,僧帽弁と三尖弁の接合部は筋性中隔と線維索

で遜統しき左蔓の血液はその間韓を通-〕て三尖弁癖に流

入していjJ∴ 僧Ipt回 し･ltイーを縫合し.中隔ケ二頂{･･J､rト

閉耕して手術を終了した.術後の心エ:1--では,商房室

弁の連流はほとんど認められなか--I,た一損しこ,感状の三

尖弁･H)'lr.6'L:Jを存十十卜′こ全型l･;(._'【)L17月-L的,3':経験した.

(11J再腔[-･し上.

に対する姑息手術例の検討

山崎 芳彦砂桜井 淑史
1'j■･木･.li---1郎･矢沢 L上知
詔 久木･1･.旧 1日H ･.A.■∴ . .:･
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且989年4-9月の半年間で手術 Lた,大動脈縮窄症

Co/JA 3,大動脈離断症 偽 A ニ3の計 6例が対象で,

れも盛鞠で L例を除き 並3GEl,カケニ庸 ミリ投与と呼吸

には SubcはViam法をこよる大動脈形成,PDA 紙数,

肺動脈鮫拒術を行い生存 した.A型の ‡AAには門､FE

グラフトによる大動脈形成を行-〕たが, 且鰍 豊敷布きま

例は心停止となり死亡した,B型例は上行来動脈碍低形

成もみられ,左窺動脈-左鎖骨下動脈吻合,右頚動脈-

下行大動脈バイパ武術 津TFE グラフト)を行い,術

後は血圧も安定 し,尿量も増加 したが,結局3病E3をこ心

不 全 で 死 亡 した.

最近は,新生児期に屯観治手術が行なわれ その成績

も向上 しつつあるが,限られた施設をこおいては,未だ姑

息手術をこよる救命も遺草と考えられる.

20)潰療性大腸炎を合併した大動脈炎症候群をこ
よる AA軌 ARに対するま手術治験例
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22才,異観 職人.旦5才時に下痢で当院を受診L波
癌性太腹衆の診断を受けた.ステ[コイド療法が開始され
外来で治療を受けていた.昭和60年8月より倦動時の動
博と息切れが盤に.守9月20日起座呼吸とショックで当院
Ⅰcuへ緊急入院.大動脈弁閉鎖不全摘鋸 と大動脈炎

の診断で,強心利尿剤とステロイドの噂巌で治療され軽

快退院した.太動脈癖の拡大とARの増大を認めたた

れ i貴癌性大腸美し')寛解期;:_rj:-pT-=(トロ車用し左か∴

手術を施行した,手術は縫合不全と出血を防止する臣弓約

で号従来g)煮法とは異なる手技を用いた.手術手技と術

前･術後管理巨)特殊性∴-阜報告寸左
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近敬 愛通解散の増加 こ伴い胸部外傷も増加値ド舶こあ

りき この うせ,鈍的胸部外傷による肺挫傷は頻度が高くニ

ハ合冊 .巨こして lrこIumこlliL､Puhtl川1こIr･〉･I)→(､Ll(l目し･いl江

特緊な経過をたどる稀な疾患である,最近我々は交通事

故昌 ､巨州 1挫傷に合冊し上 tT一肌1111こlliL､Htllm日日こll~lLI-hL'Ll-

〔1.,し･1･ヽ12)例を経験 L,･}=. 11恥 に阜酎 欄)骨骨折 ･/LLJII

明 日l津は 合併 L.受悔二川 t圧 車抽牲悔∴巨L･岬.lRi二

史増悪にて 且週間の人工呼吸管理を要した･他の1例は

下顎骨骨折 右上腕骨骨折を合併 した蚤度外侮症例であ-メ

た書いずれも受歯後数 日以内に胸部 CT 写真上cyst

の出現をみき数か月以内揖招集 Lた.

22)大磯下血で発症した大動脈 ･十二指腸療
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閉塞性動脈硬化症Vグラフト術後の大動脈 書十二指腸

療症例を経験 したので報告する.


